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　AIの流行についてすでに触れたが、今のはや
りは第3次AIブームというべきものである。最初
にAIという言葉と概念が提唱されたのは、1950
年代だった。第2次AIブームは1980年代に起こっ
たが、そのときのフィーバーぶりは、今をほうふつ
とさせる。たとえば現在、IT企業は自社の技術や
製品にAIを使っていると言わないとアピールでき
ないとよく聞くが、まったく同じことが1980年代の
IT企業からも言われたものである。ITの進歩はめ
まぐるしく、その中で新技術・新製品を問うてい
くことは大変なことに違いないが、一方でこのよう
に歴史は繰り返すという面があり、過去にヒントを
探すことも十分意味がある。実際、昔は効率が悪
いという理由で採用されなかったアルゴリズムが、
現代の超高速コンピュータで復活したという例は
数多い。
　このようなソフトウェアの特性と時代の要請か
ら、ソフトウェアのスタートアップが次 と々羽ばた
いていくことを願うものである。

パイソン（Python）というプログラミング言語だ
が，そのコンパイラーを始めとする開発用の環境
がツールとして無料で提供されているだけでなく、
今のAIの主流である機械学習の種々の手法を実
現したライブラリーが豊富に供えられているので、
少し勉強すれば様々な目的に試してみることがで
きる。さらには製品を作るのにも、さほど大きな
ハードルはない。
　一方で、今や世界のIT産業は、GAFAと略称
されるグーグル、アップル、フェイスブック、アマ
ゾンの4社に牛耳られる寡占状態と言ってよい。こ
の状況では、かつては世界に冠たる存在だった
日本の大手IT企業も、影が薄くなっていると言
わざるをえない。しかし、忘れてならないのは、
GAFAのいずれも少し前まではスタートアップの零
細企業だったことである。それがソフトウェアを
武器として、瞬く間に巨人に成長した。
　GAFAはいずれも米国出で、日本もヨーロッパ
もアジアも現状はかなり水を開けられている。し
かし、ソフトウェア・ビジネスの性格から、中小
企業として始められたものが、短期間で世界を席
巻するに至る可能性はある。それがどのような国
や文化から生まれたかにそれほどよらないことも、
現代の特徴である。もちろん、ソフトウェアの使
用説明やニュースなどの情報は英語で発信する必
要はあるが、共通化されたプラットフォームと呼ば
れる開発・実行環境（たとえばJavaプラットフォー
ムとかマイクロソフトの.NETフレームワークなどが
その例）では、多言語に対応できることが標準と
なっているので、昔のように言語の違いを吸収す
るのに苦労することはない。

　「中小企業優秀新技術・新製品賞」は30回を重
ね、来年は第31回目の表彰が行われるが、その
歴史の中でソフトウェア部門が新たに設けられた
のは第10回のときであったから、すでに20年以上
経過している。筆者はこのソフトウェア部門表彰
の初回から審査に加わっているが、この間、応募
された多くのユニークなソフトウェア製品を見てき
て，感心することがたびたびだった。
　ソフトウェア・ビジネスは、基本的に中小企業
向きである。ソフトウェアを開発するためには設備
投資はほとんどいらない。開発のためのコンピュー
タはパソコンで十分だし、そのOS（基本ソフトウェ
ア）は、今やWindowsかmacOS（アップル用）
に標準化されていて、世界のどこでも誰でも簡単
に手に入れることができる。材料や大型の製造
装置を要する製造業とは違い、人とアイディアさえ
あれば，一人でも製造が始められる。アイディア
を試すのにも大掛かりなテスト装置を必要とせず、
着想から製品開発までの期間が短くてすむ。さら
に宣伝や販売も、インターネットを使って気楽にで
きる。ひとたびよい評判ができれば、その情報は
SNSなどで拡散する。実際、これまでの中小企業
優秀新技術・新製品表彰で、社員一人の会社が
受賞した例もある。
　開発に使うのはコンピュータとOSだけではな
い。ソフトウェアはプログラミング言語という一種
の人工言語を使って記述されるが、そのプログラ
ミング言語が進化してとても便利になっているだ
けでなく、その言語を使って開発するための道具
立ても、優れたものが無料で手に入る。たとえば、
今はやりの人工知能（AI）用によく使われるのが
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